
（２） ２００３．１．１

知的障害者通所授産・更生施設

用
途
地
域
等
の

　

見
直
し
を
行
い
ま
す！

　

東
京
都
で
は
、
平
成　

年　

月
、
東

１３

１０

京
圏
全
体
を
視
野
に
入
れ
、　

年
先
を

５０

見
据
え
つ
つ
、
２
０
２
５
年
を
目
標
時

期
と
し
て
「
東
京
都
の
新
し
い
都
市
づ

く
り
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

こ
の
実
現
を
図
る
た
め
、
国
に
お
け
る

都
市
再
生
に
向
け
た
動
き
と
も
連
動
し

つ
つ
、
政
策
誘
導
型
の
都
市
づ
く
り
を

進
め
て
い
く
た
め
に
、
「
用
途
地
域
等

に
関
す
る
指
定
方
針
及
び
指
定
基
準
」

を
作
成
し
ま
し
た
。

　

町
田
市
で
は
、
都
の
原
案
作
成
依
頼

を
受
け
、
町
田
市
基
本
構
想
や
都
市
計

画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
等
を
踏
ま
え
、
皆

さ
ん
の
ご
意
見
･
ご
要
望
を
伺
い
な
が

ら
、
都
の
方
針
、
基
準
を
も
と
に
、
用

途
地
域
と
区
域
区
分
（
市
街
化
区
域
と

市
街
化
調
整
区
域
）
の
町
田
市
原
案
を

作
成
し
、
都
に
提
出
す
る
予
定
で
す
。

　

な
お
、
用
途
地
域
と
区
域
区
分
は
、

東
京
都
が
決
定
し
ま
す
。

　

町
田
市
で
は
、
用
途
地
域
等
の
見
直

し
に
あ
た
っ
て
、
少
子
・
高
齢
社
会
や

都
心
域
へ
の
人
口
の
回
帰
な
ど
、
長
期

的
な
社
会
変
化
に
対
応
し
た
土
地
利
用

の
あ
る
べ
き
姿
に
つ
い
て
、
検
討
し
て

い
く
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、

平
成　

年
３
月
町
田
市
都
市
計
画
審
議

１４

会
に
諮
問
を
行
い
、
同
年　

月
の
答
申

１１

を
も
と
に
、
「
町
田
市
土
地
利
用
基
本

方
針
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
本
方
針
は
、
用
途
地
域
等
の

見
直
し
の
ほ
か
、
「
町
田
市
都
市
計
画

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
等
の
見
直
し
な
ど

に
活
用
し
て
い
く
予
定
で
す
。

●
閲
覧
場
所　

市
政
情
報
課
・
都
市
計

画
課
・
中
央
図
書
館
ほ
か
（
町
田
市
公

式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
い
た
だ
け

ま
す
）

　

今
回
の
見
直
し
の
方
向
性
と
し
て

は
、
今
ま
で
積
み
上
げ
て
き
た
町
田
市

の
魅
力
や
蓄
積
を
活
か
し
、
市
民
の
生

活
の
高
質
化
に
つ
な
が
る
将
来
の
あ
る

べ
き
土
地
利
用
の
想
定
に
照
ら
し
て
、

現
在
、
市
内
で
起
き
て
い
る
土
地
利
用

の
動
向
へ
の
対
応
を
中
心
に
考
え
て
い

き
ま
す
。

一
、
視
点

（
１
）
町
田
市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
の
活
用

（
２
）
新
た
に
考
慮
す
べ
き
事
項

①
将
来
人
口
（
今
後
の
人
口
推
移
の
見

極
め
）

②
生
活
都
市
と
し
て
の
「
高
質
化
」

・
「
高
質
化
」
と
は
、
町
田
市
の
様
々

な
既
存
の
資
源
を
生
か
し
な
が
ら
、
生

活
都
市
と
し
て
様
々
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
に
応
じ
ら
れ
る
多
様
な
選
択
枝
を
用

意
し
、
町
田
市
で
の
生
活
の
魅
力
を
高

め
て
い
く
こ
と
で
す
。

二
、
方
向
性

　

主
に
以
下
に
示
す
事
項
に
つ
い
て
検

討
し
て
い
き
ま
す
。　

【
用
途
地
域
】

（
１
）
用
途
地
域
等
の
見
直
し
に
あ
た

っ
て
は
、
地
域
特
性
に
応
じ
た
目
指
す

べ
き
市
街
地
像
を
実
現
す
る
た
め
、
必

要
な
事
項
を
地
区
計
画
に
定
め
る
こ
と

を
原
則
と
し
ま
す
。

（
２
）
商
業
系
を
除
く
地
域
で
は
、
居

住
環
境
等
の
保
全
を
図
る
た
め
、
絶
対

高
さ
等
を
定
め
る
高
度
地
区
を
導
入
し

て
い
き
ま
す
。

（
３
）
居
住
環
境
や
防
災
性
の
向
上
に

配
慮
し
た
、
ゆ
と
り
あ
る
良
好
な
低
層

住
宅
地
を
形
成
す
る
た
め
、
敷
地
面
積

の
最
低
限
度
・
外
壁
の
後
退
距
離
を
指

定
し
て
い
き
ま
す
。

【
区
域
区
分
（
市
街
化
区
域
と
市
街
化

調
整
区
域
）】

　

土
地
利
用
規
制
の
根
幹
を
な
す
区
域

区
分
は
、
長
期
的
に
人
口
が
減
少
に
向

か
う
と
想
定
さ
れ
る
た
め
、
大
き
な
土

地
需
要
の
増
加
が
見
込
み
に
く
い
状
況

に
あ
り
ま
す
。
よ
っ
て
、
原
則
と
し

て
、
区
域
区
分
は
見
直
さ
な
い
方
向
で

す
。

□問
 

都
市
計
画
課
11
７
２
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２
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（仮称）花の郷の
着工式が
行われました

　

だ
れ
も
が
安
心
し
て
住
み
続
け
ら
れ

る
ま
ち
に
│
。　
　
　

　

こ
ん
な
願
い
を
込
め
て
、　

月　

日

１１

２１

大
蔵
町
で
「
（
仮
称
）
花
の
郷
」
の
着

工
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
市
内
で
は
４

番
目
の
重
い
障
が
い
の
あ
る
方
も
通
所

で
き
る
施
設
と
な
り
ま
す
。

　

市
内
に
は
、
重
い
障
が
い
の
あ
る
方

の
受
け
入
れ
施
設
と
し
て
、
中
央
地
区

に
ひ
か
り
療
育
園
、
南
部
地
区
に
わ
さ

び
だ
療
育
園
、
西
部
地
区
に
ニ
ー
ズ
セ

ン
タ
ー
花
の
家
が
設
置
さ
れ
て
い
ま

す
。
し
か
し
「
花
の
家
」
は
常
に
満
杯

の
状
態
に
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
東
部
地
区

に
同
様
の
施
設
を
設
置
す
る
必
要
性
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
市
で
は
「
重
度
化
対

策
検
討
委
員
会
」
を
設
置
し
、
そ
の
報

告
を
受
け
、
今
回
の
着
工
に
至
っ
た
も

の
で
す
。

　

（
仮
称
）
花
の
郷
の
施
設
概
要
は
、

設
置
場
所
が
大
蔵
町
３
６
０
番
地
１

外
、
建
物
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
２

階
建
て
、
延
べ
床
面
積
は
１
４
７
１
・

　

平
方
メ
ー
ト
ル
、
施
設
種
別
は
知
的

１１障
害
者
通
所
授
産
施
設
及
び
知
的
障
害

者
通
所
更
生
施
設
と
の
合
築
施
設
で
、

定
員
は
そ
れ
ぞ
れ　

人
と　

人
で
す
。

４０

２０

２
０
０
４
年
４
月
開
所
を
予
定
し
て
お

り
、
整
備
・
運
営
は
社
会
福
祉
法
人
す

み
れ
福
祉
会
が
行
い
ま
す
。

　

市
で
は
今
後
も
、
重
い
障
が
い
の
あ

る
方
も
含
め
だ
れ
も
が
安
心
し
て
こ
の

ま
ち
で
住
み
続
け
ら
れ
る
施
策
を
展
開

し
て
い
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　

青
年
海
外
協
力
隊
第
２
次
隊
に
玉
川

学
園
に
お
住
ま
い
の
高
橋
美
穂
さ
ん
と

南
成
瀬
に
お
住
ま
い
の
渡
辺
康
一
さ
ん

の
派
遣
が
決
ま
り
、
研
修
終
了
後
、　
１２

月
１
日
に
そ
れ
ぞ
れ
派
遣
先
に
向
け
出

発
し
ま
し
た
。

　

高
橋
さ
ん
は
、
大
学
在
学
中
に
応
募

し
、
ネ
パ
ー
ル
で
主
に
野
菜
、
果
樹
な

ど
栽
培
技
術
指
導
な
ど
を
行
う
予
定
で

す
。
渡
辺
さ
ん
は
、
市
役
所
在
職
中
の

応
募
で
、
パ
ラ
グ
ア
イ
で
主
に
生
活
改

善
指
導
な
ど
を
行
う
予
定
で
す
。

　

出
発
に
先
立
ち
、
市
役
所
に
市
長
を

訪
問
し
た
二
人
は
寺
田
市
長
の
激
励
を

受
け
、
高
橋
さ
ん
は
「
農
業
だ
け
で
は

な
く
他
の
分
野
で
も
貢
献
し
、
自
分
自

身
も
何
か
を
身
に
つ
け
て
き
た
い
」
、

渡
辺
さ
ん
は
「
現
地
の
人
々
と
の
交
流

の
中
で
経
験
を
積
ん
で
、
帰
国
し
て
も

何
か
の
形
で
還
元
を
し
て
い
き
た
い
」

と
そ
れ
ぞ
れ
抱
負
を
語
っ
て
い
ま
し

た
。

青青青青青青青青青青青青青青青
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玉
川
学
園
の
高
橋
さ
ん
と

南
成
瀬
の
渡
辺
さ
ん

子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子
どどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどど
ももももももももももももももももももももももももももももももももも
マママママママママママママママママママママママママママママママママ
ラララララララララララララララララララララララララララララララララ
ソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソ
ンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンン
大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大
会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会

小
学
生
9
7
1
人
が
走
り
ま
し
た

　

第　

回
子
ど
も
マ
ラ
ソ
ン
大
会
が　

３０

１２

月
１
日
、
野
津
田
公
園
内
の
陸
上
競
技

場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
あ
い
に

く
の
雨
で
し
た
が
小
学
３
年
生
か
ら
６

年
生
の
９
７
１
人
が
元
気
よ
く
走
り
ま

し
た
。

　
　

上
位
入
賞
者
（
１
位
〜
３
位
）
は

次
の
と
お
り
で
す
（
敬
称
略
、
カ
ッ
コ

内
は
学
校
名
）
。

【
３
年
生
男
子
＝
２
０
０
０
㍍
】

①
太
田
映
（
忠
生
第
三
）
②
鈴
木
亘
爾

（
藤
の
台
）
③
野
崎
雄
大（
忠
生
第
三
）

【
３
年
生
女
子
＝
２
０
０
０
㍍
】

①
佐
々
木
悠
（
小
山
田
）
②
白
井
沙
菜

（
本
町
田
東
）
③
佐
藤
祐
美
（
小
山
）

【
４
年
生
男
子
＝
２
０
０
０
㍍
】

①
高
橋
祐
貴
（
鶴
川
第
一
）
②
戸
田
慧

（
忠
生
第
一
）
③
黒
川
直
道
（
金
井
）

【
４
年
生
女
子
＝
２
０
０
０
㍍
】

①
大
川
未
季
（
忠
生
第
三
）
②
小
林
英

未
佳
（
南
大
谷
）
③
清
水
麻
未
（
町
田

第
五
）

【
５
年
生
男
子
＝
３
０
０
０
㍍
】

①
上
保
龍
平
（
町
田
第
五
）
②
大
迫
傑

（
金
井
）
③
大
塚
慎
也
（
南
大
谷
）

【
５
年
生
女
子
＝
２
０
０
０
㍍
】

①
安
藤
弘
佳
（
成
瀬
台
）
②
上
園
望
緒

（
成
瀬
中
央
）
③
笠
原
万
里
亜
（
小
山

田
）

【
６
年
生
男
子
＝
３
０
０
０
㍍
】

①
石
阪
傑
（
鶴
川
第
一
）
②
内
田
俊
平

（
忠
生
第
三
）
③
佐
々
木
悠
樹
（
藤
の

台
）

【
６
年
生
女
子
＝
２
０
０
０
㍍
】

①
神
谷
莉
沙
（
町
田
第
一
）
②
田
辺
明

日
香
（
山
崎
）
③
佐
藤
し
お
り（
鶴
間
）

雨にも負けずみんな元気いっぱい走りました（３年女子）

平成１４年度東京都中学生による
薬物乱用防止標語部門

市立市立武蔵岡中３年武蔵岡中３年・・
吉沢春香さんが　 吉沢春香さんが

　　 最最優秀賞に優秀賞に

　

東
京
都
薬
物
乱
用
防
止
推
進
協
議
会

が
募
集
し
た
「
平
成　

年
度
中
学
生
に

１４

よ
る
薬
物
乱
用
防
止
ポ
ス
タ
ー
・
標

語
」
の
選
考
会
が
こ
の
ほ
ど
行
わ
れ
、

標
語
部
門
で
市
立
武
蔵
岡
中
学
校
３
年

・
吉
沢
春
香
さ
ん
が
応
募
し
た
作
品

「
持
っ
て
い
よ
う　

薬
物
に
対
す
る
自

分
の
考
え　

断
る
勇
気
」
が
最
優
秀
賞

を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
募
集
に
対
し
、
東
京
都
全
体

で
は
ポ
ス
タ
ー
３
４
４
９
点
、
標
語
１

万
１
５
２
点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
標
語
は
東
京
都
発
行
の
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
「
健
康
に
生
き
る
」
に
掲
載
さ

れ
、
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
同
時
に
、
東
京
都
薬
物
乱
用
防

止
推
進
町
田
地
区
協
議
会
の
街
頭
活
動

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
な
ど
の
活
動
に
対
し
て

厚
生
労
働
大
臣
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま

し
た
。

持
っ
て
い
よ
う

　

薬
物
に
対
す
る
自
分
の
考
え　

断
る
勇
気

見
直
し
の
方
針
に
つ
い
て

町
田
市
土
地
利
用

基
本
方
針
を
策
定

高橋美穂さん

渡辺康一さん

吉沢春香さん

　

今
回
の
用
途
地
域
等
の
見
直
し

に
つ
い
て
、
ご
意
見
・
ご
要
望
の

あ
る
方
は
、
１
月
末
日
ま
で
に
、

そ
の
理
由
等
を
明
記
の
上
、
都
市

計
画
課
（
〒　

－

８
５
２
０
、
中

１９４

町
１－

　

－

　

）
へ
直
接
ま
た

２０

２３

は
、
郵
送
で
お
申
し
出
下
さ
い
。

ご意見・ご意見・

ご要望はご要望は

１月末日までに

お寄せ下さい

今後のスケジュール（予定）�
平成１５年�

平成１６年�

１月�意見等の検討�

２月�市素案作成�

３月�市民説明会�

５月�市原案作成�

７月�都へ原案提出�

８月�都素案作成�

１１月�素案縦覧�

１２月�公聴会�

５月�都・都市計画審議会�

６月�決定告示�


